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14C 年代調査法の比較研究を行った。民家 3棟と住宅 4棟の事例報告を行い，年代調査の目的と，
14C 年代調査に適した部材選択の条件について検討した。































究を「古建築 14C 年代調査」とする。すなわち前処理＋測定＋暦年較正を「14C 年代測定」，部材選
択＋試料採取＋ 14C 年代測定＋年代判定を「古建築 14C 年代調査」とする。
❶……………文化財建造物の 14C 年代調査
炭素は地球上の生命体に万遍なく存在し，生命体の死後，遺体に存在した 14C は約 5730 年を半
減期として減少する。1947 年にアメリカのウィラート・リビー博士らはこの原理を用いて年代測
定法を開発し，1960 年にノーベル化学賞を受賞した。当初は測定値に対応する実年代の推定範囲
が 100 年以上と大きく，14C 年代測定は先史時代以前の古い遺物を主に対象にしていた。近年，加
速器質量分析計による測定（AMS–14C 法），IntCal などの較正曲線の整備とそれによる暦年較正，
およびウィグルマッチ法を用いた高精度測定が進展し，歴史時代の遺物の年代調査が可能となった。






































値から得られる 14C 年代を歴史年代に換算する方法である。14C 年代は 1950 年に相当する大気の
14C 濃度を基準値にして，その基準値に対する試料の濃度比から計算されるモデル年代である。得
られた 14C 年代は同時に測定される炭素の安定同位体比（δ13C 値）をもとに質量数の違いによる
同位体分別効果が補正され，測定における統計誤差（一標準偏差，68％信頼限界）がつけられている。




正曲線は，1986 年に公表されて以降，1993 年，1998 年，2004 年，2009 年と改定され，最新版の
IntCal1
（10）
3 は 2013 年に発表されている。樹木年輪にかかる較正曲線のデータは，アイルランドおよ
びドイツのオーク材，松材，アメリカのブリスルコーン松，セコイア杉，樅材などに基づいている。






























































































№ 部材 柱番付 樹種 № 部材 柱番付 小屋番付 樹種 № 部材 柱番付 小屋番付 樹種
1 柱 ろ二 スギ 56 柱 そ九 ヒノキ 110 柱 ぬ八 ケヤキ
2 柱 い二 スギ 57 柱 た九 スギ 111 柱 つ六 スギ
3 柱(移動） ろ五 ケヤキ 58 柱 る十二 スギ 112 大引 る又六-る又九 クリ
4 柱 い九 スギ 59 柱 ぬ十二 スギ 113 大引 か六-か八 マツ
5 柱 ろ十一 クリ 60 柱 ぬ十一 クリ 114 仏壇扉 か六-か七 スギ
6 柱 に又十一 スギ 61 桁 ち二-ぬ二 マツ 115 小屋束 い二 ヒノキ
7 柱 に十二 スギ 62 桁 ぬ二-か二 マツ 116 小屋束 い三 スギ
8 柱 に十三 ヒノキ 63 梁 を二-を六 マツ 117 小屋束 い七 マツ
9 柱 ほ又八 ケヤキ 64 束 ぬ二・三 マツ 118 小屋束 ろ二 マツ
10 柱 ち二 スギ 65 梁 か二-か四 マツ 119 小屋束 ろ三 マツ
11 柱 ち二 スギ 66 桁行梁 ぬ六-そ六 コナラ節 120 小屋束 ろ五 マツ
12 柱 ち四 ムクノキ 67 叉首 と三-と五 マツ 121 小屋束 ろ七 マツ
13 柱 ち八 クマノミズキ 68 上屋桁 そ二-か二 マツ 122 小屋束 ろ十 マツ
14 柱 ぬ九 スギ 69 棹縁 オモテザシキ マツ 123 小屋束 は一 スギ
15 柱 ぬ六 オニグルミ 70 小屋束 へ七 マツ 124 小屋束 ろ一 ヒノキ
16 柱 ぬ四 ケヤキ 71 楔（棟束） へ五上段貫 クリ 125 小屋束 は二 マツ
17 柱 ぬ二 スギ 72 小屋貫 に三-に五 マツ 126 小屋束 は三 マツ
18 柱 を二 スギ 73 叉首（土間） は三-は五 マツ 127 小屋束 は五 マツ
19 柱 か二 ケヤキ 74 上屋梁 ろ五-は五 マツ 128 小屋束 は十 マツ
20 柱 た二 ケヤキ 75 上屋梁 い五-ろ五 スギ 129 小屋束 は十一 クリ
21 柱 そ二 マツ 76 叉首（東妻） ろ五-は五 マツ 130 小屋束 に二 マツ
22 柱 そ四 ケヤキ 77 上屋梁 い三-い十 マツ 131 小屋束 に五 マツ
23 柱 そ六 ケヤキ 78 上屋梁 ろ三-ろ十 マツ 132 小屋束 に十 マツ
24 柱 た六 ケヤキ 79 上屋桁 ろ二-は二 マツ 133 小屋束 に十一 スギ
25 柱 か六 オニグルミ 80 梁 へ二-へ八 マツ 134 小屋束 ほ二 マツ
26 柱 を六 ケヤキ 81 追叉首 は二-は三 マツ 135 小屋束 ほ五 マツ
27 柱 を九 スギ 82 追叉首 ろ二-ろ三 スギ 136 小屋束 ほ九 マツ
28 柱 か十一 スギ 83 梁 は二-は四 マツ 137 小屋束 ほ十 マツ
29 長押 ぬ二-を二 マツ 84 束 い三 マツ 138 小屋束 へ二 マツ
30 鴨居 を二-か二 マツ 85 下屋桁（東側） い二-い三 マツ 139 小屋束 へ三 マツ
31 差鴨居 か二-か六 マツ 86 貫 ち四-ぬ四 マツ 140 小屋束 へ七 マツ
32 柱 る十五 スギ 87 梁 ち四-か四 マツ 141 小屋束 へ九 マツ
33 柱 り二十 スギ 88 隅叉首 り三-ち五 スギ 142 小屋束 へ十 マツ
34 柱 ろ二十一 スギ 89 隅叉首 り十-ち五 マツ 143 小屋束 と二 マツ
35 柱 り二十-り二十二 マツ 90A 袴叉首 ろ十-ろ八 マツ 144 小屋束 と三 オニグルミ
36 柱 へ又二十-へ又二十三 マツ 90B 大引 か四-か六 マツ 145 小屋束 と十 マツ
37 柱 ろ二十二-り二十二 マツ 91 大引 か二-か四 マツ 146 小屋束 ち三 マツ
38 柱 に十一-ぬ十一 マツ 92 大引 た二-た六 マツ 147 小屋束 ち七 マツ
39 柱 ろ五-ろ十一 マツ 93 根太 か四又-そ四又 マツ 148 小屋束 ち十 マツ
40 柱 ろ二-ろ五 マツ 94 柱 り十二 スギ 149 小屋束 り二 マツ
41 柱 か八 ケヤキ 95 柱 り十三 スギ 150 小屋束 り七 マツ
42 柱 り又一 スギ 96 柱 り十五 スギ 151 小屋束 り十 マツ
43 柱 か一 スギ 97 柱 り十七 ヒノキ 152 小屋束 り又十 マツ
44 柱 そ一 ヒノキ 98 柱 ぬ十七 スギ 153 柱ほぞ を二 マツ
45 柱 つ二 スギ 99 柱 る十七 スギ 154 貫の楔 ぬ六 クリ
46 柱根 か四 ケヤキ 100 柱 る十四 スギ 155 柱ほぞ つ六 オニグルミ
47 柱頭 か四 ケヤキ 101 柱 ろ十三 スギ 156 仏壇中敷居 か六-か八 ヌルデ
48 床板 た三（オクザシキ） マツ 102 柱 に十七 スギ 157 土台（柱転用材） つ七-つ八 クリ
49 柱 か九 サクラ属 103 柱 ろ十七 スギ 158 土台（柱転用材） つ八-つ九 クリ
50 柱 か十二 スギ 104 柱 ろ十八 スギ 159 土台（柱転用材） つ九-つ十二 ヤマザクラ
51 柱 よ十二 スギ 105 柱 ろ十九 ヒノキ 160 地覆（土台転用材）る十二-か十二 クリ
52 柱 れ十二 ヒノキ 106 柱 に二十 スギ 161 梁 ろ六-ほ六 エノキ
53 柱 つ十二 スギ 107 土台 ろ十五-ろ十七 クリ 162 格子窓敷居 を二-か二 オニグルミ
54 柱 つ九 スギ 108 束 ほ又十三 クリ 163 桶 発掘材 マツ















































二－ぬ四」長押は現地で 15 年輪より 5年輪ず
つ 3点の採取を行った。ブロック状試料は国立 図 2　年代調査部材位置図
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歴史民俗博物館年代測定資料実験室で写真撮影等の記録を行い，それぞれ最外層からの年輪位置を
記録し，最外年輪を第 1年輪として，5年輪分を 1試料とし，14C ウィグルマッチング用に各数十
ミリグラムずつ複数の年代測定試料採取を行った。


























12-16 年輪 GMKHB-1-1 PLD-14241 330 ± 15 1526-1559（32.8%）
1570-1572（0.6%）
1633-1655（62.0%）1-5 年輪 GMKHB-1-2 PLD-14242 275 ± 20





11-15 年輪 GMKHB-2-1 PLD-14243 285 ± 20
1650-1668（95.4%）
1-5 年輪 GMKHB-2-2 PLD-14244 215 ± 20





9-13 年輪 GMKHB-3-1 PLD-14245 330 ± 15 1521-1600（69.7%）
1622-1646（25.7%）1-5 年輪 GMKHB-3-2 PLD-14246 305 ± 20





29-33 年輪 GMKHB-4-1 PLD-14247 320 ± 20
1645-1663（95.4％）16-20 年輪 GMKHB-4-2 PLD-14248 315 ± 20






16-20 年輪 GMKHB-5-1 PLD-14250 305 ± 20
1649-1664（95.4%）
1-5 年輪 GMKHB-5-2 PLD-14251 225 ± 20





1-5 年輪 GMKHB-6-1 PLD-14252 210 ± 20
1658-1669（47.1%）
1791-1799（48.4%）
6-10 年輪 GMKHB-6-2 PLD-14253 235 ± 20






153-157 年輪 GMKHB-7-1 PLD-14255 510 ± 20
1567-1584（95.4%）
133-137 年輪 GMKHB-7-2 PLD-14256 460 ± 20
113-117 年輪 GMKHB-7-3 PLD-14257 395 ± 20
93-97 年輪 GMKHB-7-4 PLD-14258 365 ± 20
73-77 年輪 GMKHB-7-5 PLD-14259 340 ± 20
53-57 年輪 GMKHB-7-6 PLD-14260 315 ± 20











認できなかったが，85mm／ 16 年輪で，平均年輪幅は 5mm程度となり，辺材がたとえ 10cmあっ
ても製材時の削除分は 20 年以内と推定される。2点を測定し，解析で得られた年代は，16 世紀中
期以前と 17 世紀に確率が存在するが，建築史的観点から 16 世紀の可能性を排除できる。よって部
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試料採取した木口面は 71mm／ 18 年輪で，平均年輪幅は 3.9mmとなり，製材時の削除分は数年









試料採取した木口面は 84mm／ 32 年輪で，平均年輪幅は 2.6mmとなり，製材時の削除分は数年
以上 20 年以下と推定される。32 年輪から，1–5 年輪（彦部 4–3），16–20 年輪（彦部 4–2），29–33
年輪（彦部 4–1）の各 5年輪試料を採取した。5年輪試料 3点測定の解析の結果，採取部材最外層
の年代は 1649 〜 1667 年（ピーク値 1656 年）となった。これとは別に，今村が２年輪試料 11 点（彦
4–①〜⑪）を採取した。2年輪試料 11 点についてウィグルマッチ法を用いた解析では 1651 〜 1658
年（ピーク値 1654 年）となった。また，2年輪試料 11 点のデータセットを「形状」データとして
捉え，Stuiver	et	al.（1998）を用いて解析し，宮原ら（2007）の屋久杉を用いた日本産樹木データ
で得られた地域効果を反映させると，彦部 4の最外層年輪は 1651 ± 1 〜 2 年となる
（21）
。伐採年はこ








採取した木口面は 89mm／ 20 年輪で，平均年輪幅は 4.5mmとなり，辺材が 10cm以内であれば製
材時の削除分は 25 年以内と推定される。部材最外層の年代は 1649 〜 1664 年（ピーク値 1656 年）
となり，17 世紀後半に伐採された用材と考えられる。
図 6　彦部 4　解析グラフ（左：5年輪試料 3点，右：2年輪試料 11 点）と試料写真
表 3　彦部 4 大引の 2 年輪試料データ
試料番号 年輪位置 部材 測定番号 δ13C（‰）
14C	年代
（yrBP± 1σ）




PLD-14230 -24.81 ± 0.16 245 ± 20
1651-1658 1654 32 36mm アカマツ
彦 4–② 3–4 PLD-14231 -24.26 ± 0.19 245 ± 15
彦 4–③ 5–6 PLD-14232 -25.13 ± 0.17 265 ± 20
彦 4–④ 7–8 PLD-14233 -23.42 ± 0.25 280 ± 20
彦 4–⑤ 9–10 PLD-14234 -24.45 ± 0.18 260 ± 15
彦 4–⑥ 11–12 PLD-14235 -24.58 ± 0.15 270 ± 20
彦 4- ⑦ 13-14 PLD-14236 -22.84 ± 0.18 300 ± 15
彦 4- ⑧ 15-16 PLD-14237 -22.69 ± 0.16 290 ± 15
彦 4- ⑨ 17-18 PLD-14238 -23.74 ± 0.20 295 ± 15
彦 4- ⑩ 19-20 PLD-14239 -24.09 ± 0.19 310 ± 20
彦 4- ⑪ 21-22 PLD-14240 -25.28 ± 0.22 300 ± 20
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彦部６：「ぬ二－ぬ四」長押
「ぬ二－ぬ四」長押は正面寄りオモテザシキ土間境のアカマツ材内法長押で，辺材は確認でき
なかった。平均年輪幅は 5mm程度。部材最外層の年代は 1658 〜 1669 年（ピーク値 1663 年），




／ 163 年輪で，平均年輪幅は 1.5mmとなる。20 年おき 7 点を試料採取・測定し，ウィグルマッ
チ法で解析を行ったところ，暦年較正曲線によく適合する結果が得られた。部材最外層の年代は
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年輪幅は 1.8mm程度。部材最外層の年代は 1406 〜 1442 年となった。彦部 7オクザシキ床板より
150 年程度古い年代であるが，辺材の無い板材の小片であることから，表皮までの年輪数を 150 年
程度と仮定するなら，オクザシキ床板と同時期の可能性も否定できない。
3.1.4　年代考察
















8壁板は年輪幅が 1.5mm程度のカツラ材であるので，彦部 7床板と同時期であるなら，彦部 8壁
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3.2.2　14C 年代調査
















測定の結果，茂木 1 は異常値が得られた。茂木 2 の最外年輪層が 1636 〜 1680 年（56.6％），
1764 〜 1774 年（1.6％），1775 〜 1800 年（31.4％），1939 〜 1951 年（5.9％），茂木 3の最外年輪層
が 1520〜 1602年（75.4％），1626〜 1648年（20.1％），茂木 4の最外年輪層が 1669〜 1698年（95.4％），
1723 〜 1780 年（35.9％），1798 〜 1816 年（11.0％），1834 〜 1879 年（13.2％），1916 〜 1945 年（18.7％），















測定の結果，14C 年代にして 7425	yrBP という値が得られた。これをそのまま暦年代に修正する
と紀元前 6300 年前後となり，明らかな異常値である。保存処理に用いられる樹脂は一般的に石油
を原料とするが，石油は極めて古い炭素からなり，14C はほとんど含まれていない。したがって，



































1-5 年輪 GMMTG-3.16-20 PLD-20963 310 ± 20 1520-1602（75.4%）
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茂木 2：「又は四」棟持柱 
茂木 2は，土間床上境「又は四」の棟持柱で，断面が 340 × 350mm，平均年輪幅が 5.9mmのカ
シの芯持材である。柱側面の亀裂部より放射方向（柾）に割れた木片を採取した。年輪の確認が困
難だったことから，外から 1年輪（GMMTG–2）の試料採取とした。
得られた 14C 年代値を IntCal09 較正曲線により暦年に較正した結果，茂木家 2は最外年輪層で
1636 〜 1680 年（56.6％），1764 〜 1774 年（1.6％），1775 〜 1800 年（31.48％），1939 〜 1951 年（5.9％）
と得られた。復原修理工事で発見された床板墨書などから，茂木家住宅当初建築が 18 世紀中期以
前であることは確実なため，茂木 2最外年輪層は 1636 〜 1680 年が選択される。茂木 2は辺材が確
認できなかったが，年輪幅の大きい芯持材のため，表皮までの年輪数は十数年輪以下と推測される。
	茂木 3：「い五 ‐ ほ五」梁
茂木3は，「い五〜ほ五」に架けられた梁行の当初梁で，断面半径が127mmのマツの芯持材である。
平均年輪幅は 4.3mm。梁端の木口露出面より試料採取を行った。
確認した年輪数は 20 年輪で，外から 1–5 年輪（GMMTG–3.1–5），16–20 年輪（GMMTG–3.16–20）
の各 5年輪試料 2点の試料採取を行った。
得られた 14C 年代値を IntCal09 較正曲線によるウィグルマッチ法を用いた解析を行った結果，茂
木家 3は最外年輪層で 1520 〜 1602 年（75.4％），1626 〜 1648 年（20.1％）と得られた。
茂木 2 と茂木 3 が同時期の材であるなら，茂木 3 は 1628 〜 1648 年が選択される。茂木 3 が









得られた 14C 年代値を IntCal09 較正曲線で暦年較正を行った結果，茂木 4 は最外年輪層で
1669 〜 1698 年（15.5％），1723 〜 1780 年（35.9％），1798 〜 1816 年（11.0％），1834 〜 1879 年（13.2％），
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理工事で明和と文政の修理については付加・入替された部材が確認され，「ろ二」土間独立柱は当
初材と考えられている。これより明和材・文政材の可能性を除き，また 19 世紀以降の年代も部材
調査の結果から排除されるため，1669 〜 1698 年が選択され，宝永の修理時に用いられた部材と考
えられ，後補材であることが判明した。
3.2.4　年代考察
茂木家住宅の 14C 年代測定解析結果は，茂木 1は異常値，茂木 2は 17 世紀中頃と 18 世紀末，茂
木 3は 16 世紀と 17 世紀前半，茂木 4は 17 世紀末，18 世紀中頃，19 世紀初頭，19 世紀，20 世紀
の年代が得られた。茂木 4は復原修理工事時の知見と測定結果を併せて考察すると，宝永修理の際
の後補材と考えられる。















この 17 世紀中頃は，茂木家 31 代盛重の晩年で後嗣信隣が働き盛りの年代という茂木家が栄えた
時期と思われ，住宅建設にふさわしいと考えられる。
茂木 3は 16 世紀中頃と 17 世紀中頃の 2つの年代が得られた。茂木 3が茂木 2と同時期の木材な
らば，17 世紀中頃の当初建築に用いられた材となる。16 世紀中頃の年代ならば，茂木家前身建物
表 5 　茂木家代々当主（江戸期）一覧
西暦 1600 1620 1640 1660 1680 1700 1720 1740 1760 1780 1800 1820 1840 1860
元和 4（1618）
野宮駿河守信詮 寛永 5（1628）
29 代義信 正保 2（1645）
30 代信久 寛文 10（1670）
31 代盛重 元禄 5（1691）
32 代信隣
貞享 4（1687）
33 代嘉治 享保 15（1730）
34 代賀前 明和 7（1770）
35 代安道 天明 5（1785）
36 代英勝 文政元（1818）








される印象を裏付けるものかもしれない。ただ，茂木 3は総年輪数が 20 年輪と少なかったため，2
つの年代のいずれかを絞り込むことができなかった。
以上より茂木家住宅 14C 年代調査の結果，現在の茂木家住宅が 17 世紀中期の建築であることが
確かめられた。
3.3　南谷家住宅
1．	南谷家住宅の 14C 年代調査の結果，18 世紀前〜中期あるいは 19 世紀の年代が得られた。

















































































1-5 年輪 NRMTK-1.1 PLD-19301 120 ± 20 1700-1736（25.9%）
1820-1895（54.2%）










11-15 年輪 NRMTK-2.2 PLD-19304 90 ± 20
26-28 年輪 NRMTK-2.3 PLD-19305 160 ± 20
114
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南谷 1の下手側の板目面 12 年輪から，外から 1–5 年輪（南谷 1–1）と 8–12 年輪（南谷 1–2）の
各 5年輪試料 2点および樹種調査の試料採取を行った。
得られた 14C 年代値は坂本が，較正曲線 IntCal09 でウィグルマッチング解析を行った
（29）
。南谷 1は
最外年輪層で 1700 〜 1736 年（25.9％），1820 〜 1895 年（54.2％），1910 〜 1929 年（15.4％）となっ







南谷 2はダイドコ－ネマ境のスギ材の差鴨居である。現状で確認できた 28 年輪より，外から
1–5 年輪（南谷 2–1），11–15 年輪（南谷 2–2）の 5年輪試料と，26–28 年輪（南谷 2–3）の 3年輪試
料および樹種同定試料を，差鴨居表面に付着した煤を避けながら板目面より採取した。板目中心部









の樹心付近は煤の付着が甚だしく，南谷 2–3 は 3 年輪試料となった。
得られた 14C 年代値は坂本が較正曲線 IntCal09 でウィグルマッチング解析を行った。南谷 2は最

















以上より，南谷 2の伐採年代は，1700 〜 1727 年に辺材削除分を加算した 18 世紀前期と推測さ
れるが，19 世紀の年代の可能性も残されている。
3.3.4　年代考察
14C 年代調査の結果，南谷 1柱の最外年輪層が 1700 〜 1736 年（25.9％）あるいは 1820 〜 1895
年（54.2％）あるいは 1910 〜 1929 年 1（15.4％），南谷 2差物の最外年輪層が 1700 〜 1727 年（38.7％）
あるいは 1823 〜 1843 年（42.3％）あるいは 1878 〜 1909 年（13.3％）という結果が得られた。こ




























南谷家住宅 14C 年代調査の結果，南谷 1と南谷 2は同時期の用材であるなら 18 世紀前〜中期あ
るいは 19 世紀の年代となる。野迫川村民家の編年研究を考慮すると，南谷 1は 18 世紀前期に伐採
されたヒノキ材と推測され，南谷家は 18 世紀前期に建築されたと考えられる。	
3.4　国宝高山寺石水院
1．	 14C 年代調査の結果からは，石水院長葺板は 13 世紀前半以降の伐採である。














































測定の結果，石水院 1の最外年輪層が 1048 〜 1076 年（95％），石水院 2の最外年輪層が 1193 〜































6-10 年輪 KTSSI-1-1 PLD-19751 915 ± 15
1046-1075（95.4%）51-55 年輪 KTSSI-1-2 PLD-19752 1040 ± 20




6-10 年輪 KTSSI-2-1 PLD-19754 875 ± 20
1190-1224（95.4%）76-80 年輪 KTSSI-2-2 PLD-19755 940 ± 15





石水院 1 ：長葺板 1
石水院 1は，断面が 185 × 46mmのコウヤマキの長葺板資料である。
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総年輪数は 158 年輪で，外から 1–5 年輪（KTSSI–2–1），76–80 年輪（KTSSI–2–2），154 〜 158
年輪（KTSSI–2–3）の各 5年輪試料 3点の試料採取を行った。
得られた炭素14年代値をIntCal09較正曲線によるウィグルマッチ法を用いた解析を行った結果，





高山寺石水院旧葺板の年代測定解析結果は，最外層で石水院 1 は 1046 〜 1075 年（ピーク値

























































1年輪 KMKDM-2.1 PLD-16483 400 ± 20
1460-1511（93.5%）			
1607-1613（1.9%）






11-15 年輪 KMKDM-3.11-15 PLD-16377 325 ± 15
1534-1577（95.4%）61-65 年輪 KMKDM-3.61-65 PLD-16378 360 ± 15






1-5 年輪 KMKDM-4.1-5 PLD-16380 375 ± 15
1474-1523（88.5%）			
1603-1620（6.9%）






1-5 年輪 KMKDM-5.1-5 PLD-16382 360 ± 15
1489-1528（92.3%）			
1612-1622（3.2%）
40-44 年輪 KMKDM-5.40-44 PLD-16383 370 ± 15
122
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現場にて年輪数，辺材幅，部材寸法等の計測と記録および写真撮影を行い，ウィグルマッチ用に書
院甲板は 3点，天井板は各 2点をそれぞれ 5年輪 1試料として，中尾・坂本が年輪試料を採取した。












ウィグルマッチ法は適用できす，最外層年代は 1459 〜 1511 年（93.4％），1607 〜 1613 年（1.9％），





古今 3：「る三 ‐ る五」書院甲板
書院甲板は 97 年輪のケヤキ（推定）材で，530mm× 1865mmの大きい厚板である。辺材は無い。
11–15 年輪試料，61–65 年輪試料，91–95 年輪試料の 3点の測定を行い，ウィグルマッチ法を用い
た解析で部材最外部が 1534 〜 1577 年（95.4％），ピーク値 1540 年となった。
古今 4：「南十一」天井板（客間）
天井板南十一は 32 年輪のスギ（推定）材で，325mm× 1970mmの薄板である。辺材は無い。
1–5 年輪試料，26–30 年輪試料の 2点の測定を行い，ウィグルマッチ法を用いた解析で，部材最外
部が 1474 〜 1523 年（88.5％），1603 〜 1620（6.9％），ピーク値 1487 年となった。
古今 5：「南十二」天井板（客間）
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1–5 年輪試料，40–44 年輪試料の 2点の測定を行い，ウィグルマッチ法を用いた解析で部材最外部
が 1489 〜 1528 年（92.3％），1612 〜 1622 年（3.2％），ピーク値 1512 年となった。
3.5.4　年代考察
古今 2面皮柱は年輪数が少なかったため，15 世紀後半から 16 世紀前半と 16 世紀末期から 17 世
紀初頭の 2つの年代となった。一般的には面皮柱は草庵風茶室の成立以降，数寄屋建築に用いられ
たもので，建築史的観点から 16 世紀前半以前の年代は排除され，16 世紀末期から 17 世紀初頭ご
ろの年代が選択される。表皮隣接層が残る面皮なので，最外層の年代はほぼ伐採年と考えてよい。
古今 3書院甲板は 16 世紀中頃の年代が得られたが，辺材が製材時に削り落されており，伐採年は


















1997 〜 2000 年に解体修理工事が行われ，当初の形式に復原された。棲雲寺庫裏は，桁行 10.5 間





































2007 年 3 月に，棲雲寺庫裏小屋裏に保管中の部材群から，14C 年代測定対象として棲雲寺 1梁，




































1-5 年輪 YNKSU-1.1-5 PLD-8816 155 ± 20
1672-1690（95.4%）16-20 年輪 YNKSU-1.16-20 PLD-8817 190 ± 20








1-5 年輪 YNKSU-2.1-5 PLD-8819 315 ± 20
1609-1645（95.4%）81-85 年輪 YNKSU-2.81-85 PLD-8820 310 ± 20








11-15 年輪 YNKSU-3.11-15 PLD-8822 355 ± 20
1605-1606（0.4%）								
1607-1644（95.1%）
56-60 年輪 YNKSU-3.56-60 PLD-8823 360 ± 20







1-5 年輪 YNKSU-4.1-5 PLD-8825 205 ± 20
1669-1686（95.4%）21-25 年輪 YNKSU-4.21-25 PLD-8826 205 ± 20
46-50 年輪 YNKSU-4.46-50 PLD-8827 320 ± 20
128
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総年輪数は 38 年輪で，外から 1–5 年輪，16–20 年輪，36–38 年輪の試料採取を行った。得られた
炭素 14 年代値を IntCal09 較正曲線によるウィグルマッチ法を用いた解析を行った結果，棲雲寺 1









総年輪数は 165 年輪で，外から 1–5 年輪，81–85 年輪，161–165 年輪の試料採取を行った。得ら
れた炭素 14 年代値を IntCal09 較正曲線によるウィグルマッチ法を用いた解析を行った結果，棲雲
寺 2は最外年輪層で 1609 〜 1645 年（ピーク値 1622 年）と得られた。棲雲寺 2は出隅端部に多数
の虫食いが見られ，この部分が辺材と思われる。
棲雲寺 3：「を三〜か三」土台
棲雲寺 3は「を三〜か三」に敷かれていた 141mm× 135mmの方形断面のツガの土台で，転用
材である。当初は上手妻面の柱のいずれかであった。
総年輪数は 216 年輪で，外から 1–5 年輪，56–60 年輪，111–115 年輪の試料採取を行った。得ら
れた炭素 14 年代値を IntCal09 較正曲線によるウィグルマッチ法を用いた解析を行った結果，棲雲
寺 3は最外年輪層で 1605 〜 1606 年（0.4％），1607 〜 1644 年（95.1％，ピーク値 1632 年）となった。
棲雲寺 3は外周年輪層に虫食いが見られ，この部分が辺材と思われる。
棲雲寺 4：「へ三」柱
棲雲寺 4は「へ三」位置に立つ，断面 208 ｍｍ× 185 ｍｍの当初柱である。
総年輪数は 54 年輪で，外から 1–5 年輪，21–25 年輪，46–50 年輪の試料採取を行った。得られた















14C 年代調査では，棲雲寺 1 が 1672 〜 1690 年，棲雲寺 2 が 1609 〜 1645 年，棲雲寺 3 が 1607 〜
1644 年，棲雲寺 4が 1669 〜 1686 年となった。
棲雲寺 1と棲雲寺 4は 17 世紀後半，棲雲寺 2と棲雲寺 3は 17 世紀前半で 50 年程度のズレが見
られる。棲雲寺 1は辺材の残るマツの梁材であり，棲雲寺 4は年輪幅の大きいシイ材で，製材時に
数 cm程度を除去されていたとしても 20 年輪以内と推定されることから，得られた 17 世紀後半の
年代と伐採年の差は 20 年以内程度と考えられる。一方，棲雲寺 2と棲雲寺 3は 17 世紀後半以前に
伐採された材で，建築の時点で近世初頭前身建物の転用材だった可能性がある。あるいは棲雲寺 2
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3.7　京都府指定萬福寺天真院客殿
1．	萬福寺天真院客殿の 14C 年代調査の結果，17 世紀中期から後期の年代が得られた。
2．	調査した柱材が四方柾で目の詰まったツガ材で，最外層年代と建築年代を関連づけることが困
難である。天真院客殿の建築年代は，鉄眼禅師が造営した延宝期（1673 〜 1681 年）か，普請
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測定の結果，保存部材（KYMT–1）の最外年輪層が 1649 〜 1670 年（ピーク値 1661 年，95.4％）






年代調査の結果，得られた 1649 〜 1670 年の年代からは，鉄眼禅師が造営した延宝期（1673 〜



















1-5 年輪 KYMTI-1.1-5 PLD-19309 220 ± 20
1649-1670（95.4％）91-95 年輪 KYMTI-1.91-95 PLD-19310 320 ± 20





ことなどから，製材時削除年輪数は数十年以上と推定するならば，最外年輪年代 1649 〜 1670 年
に 50 年程度を加算した正徳期が妥当と考えられる。但し，10 年程度を加算した延宝期の可能性を
否定するものではない。以上より，天真院客殿建築年代は，鉄眼禅師が造営した延宝期（1673 〜
1681 年）か，普請願書の出された正徳期（1711 〜 1716 年）のいずれも可能性がある。
❹……………結論
住まいの 14C 年代調査のうち近世民家の事例として 3–1 彦部家住宅，3–2 茂木家住宅，3–3 南谷
家住宅を，中世の住宅建築事例として 3–4 高山寺石水院を，近世の住宅建築事例として 3–5 古今伝
授の間，3–6 棲雲寺庫裏，3–7 天真院客殿を示した。その結果，庶民住居である民家と支配者層の




3分割（前期・中期・後期）した年代区分で建築年代が推定される場合が多い。この 30 〜 50 年の
年代幅からさらに年代を絞り込むことが可能になった高精度 14C 年代調査は，民家建築年代調査に
有効であることが事例調査を通じて明らかになった。
















3–3 南谷家住宅は林野全孝博士が 18 世紀初頭以前の建築と推定された民家で，14C 年代調査の結
果は 18 世紀前期となった。南谷家住宅は 2列縦割り型の民家で，この型はその成立が中世に遡る
と考えられる
（42）






































彦部家住宅は，建築に関わる記録や墨書などの史料が無く，建築年代は 17 世紀前半あるいは 17
世紀後期と考えられていた。14C 年代調査年代調査では，現在の主屋は 17 世紀後期の建築で，オク
ザシキのみ前身建物の部材で構成されている可能性のあることが判明した。これまでの推定年代の
















半のうち 2間が格子窓で 1間半が土壁，上手列は下手 1間が引違で上手 1間は土壁である。差鴨居
ホゾの墨書より 1674 年建築と判明している重要文化財椎名家住宅（茨城県）は中央板敷室正面 2
間すべてが格子窓で，上手列は下手 1間が引違で上手 1間は土壁である。小屋束の墨書より 1687
年建築と判明している重要文化財旧北村家住宅（神奈川県）は中央板敷室正面 3間のうち 1間が格
子窓で半間の引込戸に半間の土壁，もう 1間が引違で，上手列は下手 1間が引違で上手 1間は半間
の引込戸に半間の土壁である。土台墨書より 1688 年建築と判明している重要文化財中崎家住宅は
中央板敷室正面 3間半のうち 2間が引違で，一間の土壁に半間の引込戸となる。上手列は縁側が廻
り，その内側の上手室表側 2間は 1間の引違戸が 2間分である。
137
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ある（図 44 の A）。
庶民住居である民家の場合，年輪幅が大きく年輪数の少ない
芯持ち材（図 44 の C）の用いられていることが多い。図 43 は
彦部家住宅の長押断面写真である。この長押は，33mmの白太




































科学的な年代調査には不適である（図 44 の B）













たため絞り込みが不十分で，15 世紀後半から 16 世紀前半と 16 世紀末期から 17 世紀初頭の 2つの
年代が得られた。面皮柱の使用は草庵風茶室成立以降と考えられるので，15世紀の年代は排除でき，

















































































































（ 2 ）　　今村峯雄・坂本稔・中村俊夫・丹生越子 2004
（ 3 ）　　木越邦彦 1978
（ 4 ）　　光谷拓実・大河内隆之 2010
（ 5 ）　　光谷拓実 2009
（ 6 ）　　光谷拓実 2008
（ 7 ）　　光谷拓実 2003
（ 8 ）　　光谷拓実，国宝浄土寺浄土堂の古材の年輪年代
調査，2010











































































































































































































た黄檗宗塔頭の再評価，日本建築学会計画系論文集第 77 巻第 677 号，日本建築学会，2012	
・上野勝久・中尾七重，鑁阿寺本堂の部材の年代判定について，日本建築学会計画系論文集第 77 巻第 678 号，日本
建築学会，2012
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Research into the Use of Radiocarbon for the Dating of Commoner & 
Upper-class Houses: Hikobe House, Motegi House, Minamitani House, 
Sekisuiin (Kozanji), Kokin Denju-no-Ma, Seiunji Kuri, Tenshin-in Guest Hall 
(Manpukuji)
NAKAO Nanae, SAKAMOTO Minoru, IMAMURA Mineo, NAGAI Norio, NISHIJIMA Mariko, 
Martin MORRIS and MARUYAMA Toshiaki
As part of a research project into the use of radiocarbon analysis for determining the date of 
construction of houses, we made a comparative study of the methods appropriate for the dating of 
commoner houses (minka) and upper-class residential structures in Japan. Through examination of 3 
commoner houses and 4 upper class structures, this paper considers the purpose of the dating research 
and establishes criteria for selection of samples to obtain a meaningful result using radiocarbon dating.
Carbon-14 dating is effective in establishing the construction dates of commoner houses to within 
a range of about 30 years, which is generally considered sufficient (though a more precise date may 
sometimes be useful). On the other hand, in the case of upper-class houses, greater precision is often 
desirable in order to establish the details of their histories. Thus, because studies of commoner houses 
and upper class houses have different purposes and significance, different levels of precision in dating 
analysis may be required. We were also able to establish that radiocarbon dating can provide useful 
insights in the case of both commoner and upper class houses, if the members to be sampled are 
appropriately selected. In the case of commoner houses, posts and other members are generally made 
from relatively small logs, and therefore contain sapwood, un-barked timber and heartwood with wide 
annual rings, from which it is easy to select material for analysis which will indicate date of felling. Care 
should be taken to distinguish re-used members from earlier structures, however, as these will distort 
results. In the case of upper-class houses, members cut from material away from the periphery of large 
close-grained logs (often specially selected to expose edge-grain on all faces), should be avoided for 
dating, as the relation to the final growth rings is often unclear, so date of felling cannot be accurately 
established. Un-barked timber and sapwood from the roof frame should be selected instead. In the case of 
sukiya style structures, members with bark and sapwood may be available and should be selected. This 
paper thus reveals approaches to dating and sample selection criteria applicable both for commoner and 
upper-class residential structures.
Key words: commoner houses, upper-class houses, radiocarbon dating/carbon-14 dating, date of 
construction
